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地地地地地地
方方方方方
財財財財財
政政政政政
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ををををを
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場
の
声
か
ら
地
方
財
政
確
立
を
め
ざ
す

現現現現現現地
域
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
支
え
る
た
め

現
場
の
声
か
ら
地
方
財
政
確
立
を
め
ざ
す

冒
頭
、
青
木
真
理
子
副
委
員

長
が
あ
い
さ
つ
、「
2
0
2
3

年
度
の
予
算
編
成
で
は
、
市
民

生
活
の
維
持
、
地
域
経
済
の
再

生
に
資
す
る
予
算
編
成
に
尽
力

い
た
だ
き
た
い
」
と
し
た
。

具
体
的
な
要
請
項
目
に
つ
い

て
は
氷
室
佐
由
里
政
策
局
長
が

説
明
。
①
増
大
す
る
地
域
の
財

政
需
要
を
的
確
に
地
方
財
政
計

画
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
地
方

一
般
財
源
総
額
の
維
持
に
と
ど

ま
ら
ず
、
よ
り
積
極
的
な
確
保

を
行
う
こ
と
、
②
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
な
ど
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て

の
財
源
に
つ
い
て
感
染
状
況
に

応
じ
て
必
要
な
額
を
確
保
す
る

こ
と
、
③
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
交
付
率
を
地
方
交
付
税
の

算
定
方
法
に
反
映
さ
せ
な
い
こ

と
、
④
対
人
サ
ー
ビ
ス
と
し
て

の
社
会
保
障
な
ど
、
増
大
す
る

地
方
自
治
体
の
財
政
需
要
を
踏

ま
え
、
必
要
な
人
員
を
配
置
で

き
る
よ
う
地
方
公
務
員
の
総
人

件
費
を
十
分
に
確
保
す
る
こ

と
、
⑤
基
準
財
政
需
要
額
の
算

定
に
あ
た
り
人
件
費
を
充
実
す

る
よ
う
改
め
る
こ
と
、
⑥
会
計

年
度
任
用
職
員
の
処
遇
改
善
の

た
め
引
き
続
き
所
要
額
の
調
査

を
行
う
な
ど
し
、
財
源
の
確
保

に
努
め
る
こ
と
、
な
ど
の
重
点

項
目
を
詳
解
し
た
。

と
く
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
め
ぐ
る
課
題
に
つ
い

て
氷
室
局
長
は
、「
交
付
率
が

上
が
ら
な
い
原
因
は
自
治
体
の

努
力
不
足
に
あ
る
の
で
は
な

く
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
へ
の
不
安

や
利
便
性
へ
の
疑
問
な
ど
に
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
そ
も
そ
も

自
治
体
の
責
務
に
あ
た
ら
な
い

と
こ
ろ
で
交
付
税
に
差
が
出
る

の
は
お
か
し
い
」
と
強
調
し
、

地
方
交
付
税
の
算
定
方
法
に
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
率

を
反
映
さ
せ
な
い
こ
と
を
重
ね

て
求
め
た
。

◇

◇

◇

原
自
治
財
政
局
長
は
、「
自

治
労
の
皆
さ
ん
と
は
同
じ
方
向

を
向
い
て
い
る
」
と
し
た
上

で
、
と
く
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
交
付
率
の
交
付
税
へ
の

反
映
に
つ
い
て
は
、「
少
し
誤

解
が
あ
る
。
カ
ー
ド
の
普
及
に

よ
っ
て
生
じ
る
財
政
需
要
に
対

応
す
る
も
の
で
、
政
策
誘
導
や

ペ
ナ
ル
テ
ィ
の
趣
旨
は
毛
頭
な

い
」
と
し
た
。
そ
れ
に
対
し
氷

室
局
長
は
「
高
齢
者
が
多
い
地

域
な
ど
カ
ー
ド
交
付
が
難
し
い

自
治
体
も
あ
る
。
に
も
か
か
わ

ら
ず
交
付
税
に
差
が
つ
く
の

は
、
自
治
体
の
受
け
止
め
と
し

て
は
納
得
し
が
た
い
」
と
重
ね

て
要
請
し
た
。

自
治
労
は
こ
の
ほ
か
、
財
務

省
、
厚
生
労
働
省
、
地
方
三
団

体
、
立
憲
民
主
党
を
は
じ
め
と

す
る
各
政
党
に
対
し
要
請
を
行

い
、
来
年
度
予
算
編
成
に
お
け

る
自
治
労
要
求
の
反
映
を
行
っ

て
い
る
。

2
0
2
3
年
度
政
府
予
算
要
請
行
動

自
治
労
は
11
月
21
日
、
2
0
2
3
年
度
予
算
編
成
に
関
わ
る

総
務
省
要
請
を
実
施
し
、
青
木
副
委
員
長
等
6
人
が
出
席
、

総
務
省
か
ら
は
原
邦
彰
自
治
財
政
局
長
が
対
応
し
た
。

要請書を手交する青木副委員長（右より3人目）

こ
の
時
期
に
予
算
要
請
を

行
う
意
図
は
？

皆
さ
ん
既
に
ご
存
じ
と
は
思

い
ま
す
が
、
例
年
6
月
末
に
、

「
骨
太
の
方
針
」
が
経
済
財
政

諮
問
会
議
で
決
定
さ
れ
、
そ
れ

を
受
け
各
省
庁
は
8
月
末
ま
で

に
次
年
度
予
算
編
成
に
関
す
る

概
算
要
求
を
行
い
ま
す
。
以

降
、
予
算
を
め
ぐ
る
折
衝
が
始

ま
る
の
で
す
が
、
自
治
労
は
こ

の
機
を
捉
え
、
要
請
行
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
予
算
要
請
行
動
の

テ
ー
マ
は
？

地
域
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
重
要

性
が
コ
ロ
ナ
禍
で
改
め
て
明
ら

か
と
な
り
ま
し
た
が
、
一
方

で
、
そ
れ
を
支
え
る
自
治
体
現

場
の
人
員
不
足
は
深
刻
の
度
を

増
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で

は
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
支
え
き
れ

な
い
、
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
来

て
い
ま
す
。
要
請
行
動
で
は
、

各
県
本
部
か
ら
あ
げ
ら
れ
て
い

る
現
場
の
声
を
踏
ま
え
、
そ
れ

ぞ
れ
の
施
策
の
中
に
、
地
域
公

共
サ
ー
ビ
ス
に
携
わ
る
労
働
者

の
処
遇
・
労
働
条
件
の
改
善
や

人
員
確
保
、
さ
ら
に
は
地
方
自

治
の
視
点
を
盛
り
込
ん
だ
上
で

財
源
を
確
保
す
る
よ
う
求
め
て

い
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

め
ぐ
る
課
題
は
？

問
題
と
な
っ
て
い
る
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
率
を

地
方
交
付
税
の
算
定
方
法
に
反

映
す
る
こ
と
は
、
デ
ジ
タ
ル
田

園
都
市
国
家
構
想
基
本
方
針
の

中
に
「
検
討
」
と
い
う
文
言
で

突
如
示
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
多
く
の
県

本
部
か
ら
異
議
の
声
が
あ
が
っ

て
い
ま
す
。
交
付
率
の
高
い
自

治
体
に
は
デ
ジ
タ
ル
化
に
伴
う

財
政
需
要
が
多
く
発
生
す
る
た

め
の
考
え
方
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
交
付
率
に
よ
っ
て
地
方

交
付
税
の
算
定
に
差
が
出
る
と

す
れ
ば
、
交
付
率
の
低
い
自
治

体
が
そ
れ
を
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
と

受
け
取
る
こ
と
は
当
然
で
す
。

そ
も
そ
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
普
及
が
進
ま
な
い
原

因
は
個
人
情
報
漏
洩
の
不
安
や

利
便
性
の
低
さ
で
あ
り
、
自
治

体
の
責
任
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

地
方
の
固
有
の
財
源
で
あ
る
交

付
税
を
自
治
体
の
政
策
誘
導
に

利
用
す
る
こ
と
は
許
し
が
た

く
、
地
方
交
付
税
の
趣
旨
か
ら

大
き
く
外
れ
た
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。

予
算
要
請
に
つ
い
て
氷
室
佐
由
里
政
策
局
長
に
聞
く

【略歴】
1999年に八女市役
所に入職。組合活
動では、自治労八
女市職員労働組合
の委員長、福岡県
本部書記次長等を
務める。2021年よ
り自治労本部で任
にあたる

自
治
労
は
11
月
25
日
、
会
計

年
度
任
用
職
員
に
勤
勉
手
当
の

支
給
を
可
能
と
す
る
法
改
正
な

ど
に
む
け
て
組
合
員
か
ら
集
め

た
55
万
2
0
1
7
筆
の
署
名
を

総
務
省
に
提
出
し
た
。
代
表
し

て
森
本
正
宏
総
合
労
働
局
長
と

臨
時
・
非
常
勤
等
職
員
協
議
会

な
か
や
と
も
こ

の
中
谷
公
子
議
長
が
総
務
省
の

野
村
謙
一
郎
公
務
員
課
長
に
手

渡
し
た
。

森
本
総
合
局
長
は
「
常
勤
職

員
と
の
処
遇
格
差
は
大
き
く
開

い
た
ま
ま
だ
。
要
因
は
短
時
間

の
会
計
年
度
任
用
職
員
に
は
勤

勉
手
当
を
支
給
不
可
と
す
る
現

行
法
に
あ
る
。
現
場
実
態
を
理

解
い
た
だ
き
、
早
期
の
法
改
正

を
お
願
い
す
る
」
と
話
し
た
。

中
谷
議
長
は
「
私
た
ち
は
責

任
あ
る
仕
事
を
任
さ
れ
、
誇
り

を
持
っ
て
働
い
て
い
る
。
自
ら

の
生
活
を
心
配
す
る
こ
と
な

く
、
働
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う

早
急
に
整
備
を
」
と
話
し
た
。

野
村
公
務
員
課
長
は
「
各
地

方
公
共
団
体
の
意
見
を
し
っ
か

り
と
聞
い
て
ま
い
り
た
い
」
と

答
え
た
。

北海道への核持ち込みは許さない！
11．23幌延デー北海道集会

安全・安心の未来にむけ
一人ひとりが考え行動を

37年目となる「北海道への核持ち込みは許さな
い！11．23幌延デー北海道集会」（北海道平和運動
フォーラム主催）が11月23日、北海道天塩郡の幌
延町で開催され300人が結集。抗議の声をあげ
た。自治労本部から参加した小林郁子連帯活動局
長は、「政府は、地球温暖化対策や電力の安定供給
を理由に原発回帰を強めている。福島第一原発事
故の教訓はどうしたのか。決して幌延町や原発立
地自治体だけの問題ではない。未来の子どもたち
が安全・安心にくらせる社会はどうあるべきか、
私たち一人ひとりが考え行動しなければならな
い。脱原発社会の実現をめざし全国から声をあげ
よう！」と決意を新たにした。

本部から小林連帯活動局長が参加（写真左）

署名を提出する森本総合局長
（右奥）と中谷議長（右手前）

主な記事
2面 仲間になろうよ（東京職安労組）

ほか

地
域
の
財
政
需
要
を
踏
ま
え

地
方
財
源
総
額
の
確
保
求
め
る

総
務
大
臣
あ
て
に
署
名
提
出

会
計
年
度
任
用
職
員
の

勤
勉
手
当
支
給
を
め
ざ
し
て

●http://www.jichiro.gr.jp/・・・・2022年12月1・11日合併号 ［旬刊（1の日発行）・1954年4月17日第三種郵便物認可］第2332号（１）



新採説明会

東
京
職
業
安
定
行
政
職
員
労

働
組
合（
東
京
職
安
労
組
）は
、

東
京
都
内
17
ヵ
所
（
分
庁
舎
等

除
く
）
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど

で
働
く
職
員
を
組
織
し
、
組
合

員
は
約
1
0
0
0
人
。
新
規
採

用
者（
以
下
、
新
採
）は
組
合
の

年
度
順
で
、
10
月
1
日
、
1
月

1
日
、
4
月
1
日
と
、例
年
3

回
入
職
す
る
。
昨
年
度
は
こ
の

す
べ
て
の
機
会
で
新
採
組
合
加

入
率
1
0
0
％
を
達
成
し
た
。

取
り
組
み
の
中
心
に
い
る
の

は
、
入
職
6
年
目
で
専
従
2
年

目
、
プ
ロ
の
声
優
の
経
歴
を
持

つ
石
原
裕
介
書
記
次
長（
32
）。

先
代
か
ら
の
取
り
組
み
方
法
を

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
な
が

ら
、
独
自
の
視
点
も
盛
り
込

み
、
方
法
論
を
確
立
し
て
い
る

と
言
う
。

労
働
組
合
を
熱
く
語
っ
て
も

若
者
は
引
い
て
し
ま
う

「
い
わ
ゆ
る
ゴ
リ
ゴ
リ
の
組

合
活
動
は
今
の
若
者
に
は
馴
染

ま
な
い
」
と
話
す
石
原
さ
ん
。

新
採
配
付
用
の
冊
子
か
ら
「
ゴ

リ
ゴ
リ
感
」
や
政
治
活
動
を
一

切
排
除
し
て
い
る
。「
組
合
活

動
に
つ
い
て
熱
く
語
っ
て
も
今

の
若
者
は
引
い
て
し
ま
う
。
必

要
な
の
は
『
つ
な
が
り
』。
さ

ら
に
若
者
と
同
じ
目
線
で
、
若

者
の
喜
怒
哀
楽
な
ど
の
感
情
表

現
を
お
手
伝
い
す
る
姿
勢
だ
」

と
言
う
。

自
身
で
も
若
者
言
葉
を
調
べ

尽
く
し
、
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

「
お
し
ゃ
エ
モ
映
え

組
合
し

か
勝
た
ん
」
な
ど
も
考
案
し

た
。「
組
合
に
気
軽
に
入
っ
て

ほ
し
い
。
間
口
を
最
大
限
広
げ

た
い
。
例
え
ば
政
治
活
動
の
重

要
性
な
ど
を
伝
え
る
の
は
組
合

に
入
っ
て
も
ら
っ
た
後
で
い

い
」。
こ
う
し
た
ス
タ
ン
ス
が

実
を
結
ん
で
い
る
。

大
切
な
ポ
イ
ン
ト
は

安
心
感
と「
つ
な
が
り
」

ウ
ケ
な
く
て
も

心
は
必
ず
伝
わ
り
ま
す

職
業
安
定
所
と
い
う
、
職
場

が
東
京
都
内
各
所
に
点
在
す
る

職
種
柄
、
新
採
加
入
の
取
り
組

み
は
辞
令
交
付
時
の
組
合
説
明

会
の
み
。
ま
さ
に
一
発
勝
負
。

石
原
さ
ん
の
具
体
的
な
手
法

は
こ
う
だ
。
ま
ず
、
先
述
の
配

付
用
の
冊
子
と
加
入
届
等
を
入

れ
た
封
筒
を
、「
当
局
の
資
料

と
一
緒
に
、
事
前
に
」
机
に
置

く
。
そ
し
て
敬
語
は
使
わ
な

い
、
一
人
称
は
「
俺
」。「
つ
か

み
」
の
一
発
ギ
ャ
グ
も
必
要

だ
。「
ウ
ケ
な
く
て
も
い
い
ん

で
す
。
ウ
ケ
な
く
て
も
、
そ
う

や
っ
て
安
心
感
を
与
え
よ
う
と

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
自
体
は

必
ず
伝
わ
り
ま
す
」
と
石
原
さ

ん
。
地
方
出
身
で
初
め
て
の
東

京
暮
ら
し
、
生
活
基
盤
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
は
ま
だ
こ

れ
か
ら
と
い
う
新
採
に
と
っ

て
、
安
心
感
と「
つ
な
が
り
」は

と
て
も
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
だ
。

さ
ら
に
、
加
入
届
を
書
い
て

も
ら
う
と
き
の
コ
ツ
も
あ
る
と

教
え
て
く
れ
た
。
組
合
の
説
明

を
す
べ
て
終
え
、
質
問
を
募
っ

た
後
、
こ
う
言
う
の
だ
そ
う

だ
。「
皆
さ
ん
緊
張
さ
れ
て
い

ま
す
か
ら
、
質
問
し
づ
ら
い
で

す
よ
ね
。
で
は
、
こ
っ
ち
の
白

い
紙
（
加
入
届
）
の
書
き
方
に

つ
い
て
説
明
し
ま
す
ね
」。「
書

い
て
く
だ
さ
い
」
で
は
な
く
、

さ
ら
っ
と
「
説
明
し
ま
す
ね
」

と
言
う
の
が
ポ
イ
ン
ト
だ
と
明

か
し
た
。

説
明
会
の
動
画
な
ど
が

参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
す

こ
の
ほ
か
、
当
局
と
の
良
好

な
関
係
の
重
要
性
、
若
者
の
Ｓ

Ｎ
Ｓ
に
対
す

る
意
識
の
あ

り
方
な
ど
、

多
岐
に
わ
た

り
示
唆
に
富

む
お
話
を
披

露
し
て
く
れ

た
石
原
さ
ん
。
こ
の
間
、
東
京

都
本
部
内
だ
け
で
な
く
他
県
の

単
組
と
の
学
習
交
流
の
中
で
講

演
な
ど
も
行
っ
て
き
た
。
今
年

は
、
新
採
説
明
会
の
様
子
を
録

画
し
、
使
用
し
た
台
本
や
解
説

を
ま
と
め
た
資
料
も
作
成
し
た

と
い
う
。「
町
田
市
職
労
さ
ん

が
参
考
に
し
て
く
れ
た
と
こ

ろ
、
加
入
率
が
伸
び
た
と
聞

き
、
と
て
も
う
れ
し
い
。
こ
の

動
画
や
資
料
が
皆
さ
ん
の
取
り

組
み
の
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で

す
。
も
し
興
味
の
あ
る
方
は
ご

連
絡
く
だ
さ
い
」
と
結
ん
だ
。

「
ゴ
リ
ゴ
リ
感
」は
一
切
排
除

「
間
口
の
広
さ
」「
気
軽
さ
」が
肝

新
規
採
用
者
の
組
合
加
入
に
む
け
、
創
意
工
夫
あ
ふ
れ
る

取
り
組
み
を
追
求
す
る
単
組
を
紹
介
す
る
「
仲
間
に
な
ろ

う
よ
」。
今
年
度
第
1
回
は
東
京
職
安
労
組
を
取
り
上
げ

る
。

①
東
京
職
安
労
組

新
規
採
用
者
の
加
入
に
む
け
て

新採配付用の冊子。事前に机に置く
こともポイント

石原書記次長

是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
！

組
合
が
、
喜
怒
哀
楽
な
ど

感
情
表
現
を
お
手
伝
い

動画編

資料編

共済推進運動、それは自治労運動そのもの

相相互互扶扶助助のの原原点点にに立立ちち返返りり
共共済済運運動動ののささららななるる推推進進をを

講
師
の
塚
原
哲
さ
ん
（
上
）
と

瀬
戸
家
み
の
り
さ
ん
（
右
）

全体会では講演のほか、5単組の取り組み報告も。
2日目は4分科会で討論を深めた

自治労は11月24～25日、第8回じち
ろう全国共済集会を東京で開催。全国
から対面で404人、ウェブで350人が参
加し、共済運動の推進を意思統一した。
集会1日目は全体会。川本淳委員長

の主催者あいさつ、自治労本部共済推
進委員会・青木雄次事務局次長（自治
労総合組織局長）の基調提起に続い
て、全体講演Ⅰでは、生活経済研究所
長野の塚原哲所長から「労働組合にお
ける共済推進の意義」と題する提起を
受けた。
塚原さんは、自治労共済の『設立趣

意書』に自治労共済の「相互扶助の原
点」が記されているとし、相互扶助の
理念と仕組みを解説。「お金の正しい

話は、非営利で、労働者に最も近く、
最大組織である労働組合にしかできな
い」と強調し、自信を持って組合員に
共済制度を説明できるようになろう
と、参加者を激励した。
全体講演Ⅱの講師は、CFPの瀬戸家
みのりさん。「多様化するニーズに応
じた共済推進手法を考える」と題し、
新団体生命共済の優位性を生かし、組
合員の属性に応じて選択型の保障提案
をすべきと述べた。さらに「共済の『目
的』は変わらないが、推進方法は変わ
る。執行部と書記局で思いと方向性を
共有しよう。組合員ごとの家族構成や
保障ニーズにあわせて選びやすいパッ
ケージで提案を」と提起した。

鬼木・岸・吉田 参議院
議 員 が国会質問

国
土
交
通
委
員
会
で

初
質
問
に
立
つ

河
野
デ
ジ
タ
ル
相
の

所
信
を
問
い
た
だ
す

吉田 忠智

鬼木誠議員は、11月10日の国土交
通委員会で初質問に立った。議題と
されたのは、内閣提出法案である「港
湾法の一部を改正する法律案」。法
案の狙いと脱炭素化の技術的進展、
港湾管理者が脱炭素化推進計画を策
定する際の国の支援、港湾緑地への

カフェ等の設置へ
の懸念事項などに
ついて、斉藤大臣
と国土交通省に質
問した。

岸真紀子議員は、11月9日の地方
創生・デジタル特別委員会で、河野
大臣の所信に対する質疑を行った。
自治体のワクチン接種におけるシス
テムトラブルについて、現場の声を
重視するよう求めた。またマイナン
バーカードをめぐる諸課題につい

て、河野大臣とデ
ジタル田園都市国
家構想担当の岡田
大臣に対して質問
した。

吉田忠智議員は、11月10日の内閣
委員会で給与法改正案について質問
した。非正規の公務員の給与改定の
問題を取り上げ、常勤の一般職と同
様に4月に遡って引き上げるよう求
めるとともに、公務員制度担当大臣
として河野大臣のリーダーシップの

発揮を迫り、「4月
に遡って実施でき
るよう取り組んで
いきたい」との答
弁を引き出した。

鬼木 誠

岸 真紀子

給
与
法
改
正
案
で

前
向
き
答
弁
引
き
出
す

仲
間
に
な
ろ
う
よ

仲
間
に
な
ろ
う
よ

仲
間
に
な
ろ
う
よ
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